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【要  旨】  
本研究ではカプサイシン ,メンソールおよび表面麻酔による口腔内の様々な感
覚モデルに対し ,口腔用感覚検査機による刺激を行い ,口腔内（歯肉）の時間的
また位置的な感覚の変化を観察した．  
各被験者個々の口腔内テンプレートは歯科用印象材を用いて作成した．各薬剤
をテンプレート内に塗布し ,痛み刺激の強度を電気的 Visual Analog Scale (以
下 VAS, 0-10)にて 15 分間測定した．口腔用検査機器を用いた刺激は薬剤塗布
前 ,塗布後 5,10,15,20,30 分後にそれぞれ行った．刺激により受容した感覚強度
を Numerical Rating Scale（以下 NRS, 0-100）にて記録した．  
カプサイシンはメンソールやコントロール群に比べ有意に高い VAS を認めた．
カプサイシン群において ,薬剤塗布部位に対する熱刺激は隣接部位に比べ有意
に高い NRS を認めた．また隣接部位においてもコントロール郡に比べ、熱刺激
により有意に高い NRS を認めた．メンソール群においては ,各刺激に対し有意差
は認めなかった．表面麻酔塗布部位は隣接部位に比べ ,全刺激に対し有意に低い
NRS を認めた．  
カプサイシンの局所塗布は熱刺激に対する感覚を塗布部位（ Primary zone）お
よび隣接部位（ Secondary zone）で上昇させた（ Heat hyperalgesia）．  
